
風
かざ

間
ま

浦
うら

鮟
あん

鱇
こう

風
かざ

間
ま

浦
うら

村
むら

　「風間浦鮟鱇」は2014年に鮟鱇として全国初の地域団体商標に登録されました。
　鮟鱇の生息する漁場の地形や水揚げ後の処理技術により、鮮度の低下を最低限に抑えたまま新鮮で美味しい状態で提供できる
のです。
※地域団体商標は「地域名」と「商品（サービス）名」からなる地域ブランドを保護、産業競争力の強化、地域経済の活性化の
支援を目的とした制度です。
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定
期
総
会
に
は
、
町
村
長
を
は

じ
め
来
賓
及
び
被
表
彰
者
な
ど
39

人
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
濱
舘
会
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
被
表
彰
者
へ
敬
意
と
祝
意

を
述
べ
た
。
続
い
て
、
今
冬
の
豪

雪
に
よ
る
道
路
除
排
雪
経
費
の
増

加
を
受
け
、
県
、
市
長
会
、
本
会

の
３
団
体
合
同
で
、
林

総
務
大
臣
や
金
子
国
土

交
通
大
臣
に
対
し
除
排

雪
経
費
に
対
す
る
財
政

支
援
を
要
望
し
た
こ
と

を
報
告
し
た
。
さ
ら
に
、

本
会
の
主
な
収
入
基
盤

で
あ
る
各
種
共
済
事
業

に
つ
い
て
、
厳
し
い
環

境
の
中
で
も
事
業
規
模

の
維
持
・
拡
充
に
努
め

て
い
く
考
え
を
述
べ

た
。
最
後
に
、「
青
森
県
の
30
町

村
は
全
国
の
中
で
６
番
目
の
町
村

数
。
こ
れ
を
大
き
な
財
産
と
と
ら

え
、
厳
し
い
時
代
環
境
に
あ
っ
て

も
『
連
携
』
と
『
調
和
』
を
も
っ

て
30
町
村
が
大
き
な『
輪
』と
な
っ

て
、
き
め
細
か
い
行
政
対
応
の
推

進
や
諸
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
語
っ
た
。

　

総
会
で
は
、
全
国
町
村
会
表
彰

と
し
て
自
治
功
労
者
の
小
又
前
七

戸
町
長
、
山
﨑
外
ヶ
浜
町
長
、
平

田
鰺
ヶ
沢
町
長
、
濱
舘
中
泊
町
長
、

冨
岡
風
間
浦
村
長
の
表
彰
伝
達
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
、
県
町
村
会
表

彰
と
し
て
、
自
治
功
労
者
の
小
向

お
い
ら
せ
町
副
町
長
の
ほ
か
、
一

般
職
員
１
２
３
名
の
代
表
者
に
表

彰
状
と
記
念
品
を
授
与
し
た
。

定期総会には町村長はじめ39人が出席

本
会
は
２
月
27
日
、
青
森
市
の
ホ
テ
ル
青
森
で
令
和
８
年
第
１
回
定
期

総
会
を
開
催
し
た
。
令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
な
ど
を
決
定
し

た
ほ
か
、
人
口
減
少
及
び
少
子
化
対
策
の
強
化
な
ど
11
項
目
の
決
議
を
採

択
し
た
。
議
事
に
先
立
ち
、
全
国
町
村
会
表
彰
の
伝
達
及
び
青
森
県
町
村

会
表
彰
と
し
て
自
治
功
労
者
の
表
彰
を
行
っ
た
。

表　

彰

町村を取り巻く環境について述べる濱舘会長

本
会
定
期
総
会

本
会
定
期
総
会

令
和
８
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

令
和
８
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

永
年
の
功
績
を
称
え
て
全
国
・
県
表
彰

永
年
の
功
績
を
称
え
て
全
国
・
県
表
彰
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決　議（項目抜粋）
１　人口減少に歯止めをかけ、少子化対策をさらに強化するとともに、地方創生を強力に推進す
ること
１　実効ある経済対策による地域経済の回復を図ること
１　減税による地方の減収に対する代替財源を含め、地方交付税等の一般財源総額を確保するこ
と
１　農林漁業者が将来にわたって意欲と希望を持って経営に取り組めるよう、持続可能な農林水
産業の振興施策を講じること
１　農林漁業の振興による農山漁村の再生・活性化を図るとともに、都市と農山漁村の共創社会
を実現すること
１　町村のデジタル化施策への支援を強化すること
１　こども・子育て政策を強化すること
１　医療・保健・福祉施策を強力に推進するとともに、公立・公的病院を中核として、医師確保
対策をはじめとする地域医療提供体制の充実・強化を図ること
１　安全・安心で持続可能な地域公共交通の確立を図ること
１　防災・減災対策、国土強靭化を推進するとともに、道路、河川、生活環境等の整備促進を図
ること
１　地域資源を最大限活用した経済・雇用施策及び観光振興を推進すること

　

表
彰
終
了
後
、
来
賓
の
宮
下
知

事
が
祝
辞
を
述
べ
、
鈴
木
県
町
村

議
会
議
長
会
会
長
、
千
葉
県
財
務

部
長
、
平
尾
県
財
務
部
市
町
村
課

長
が
紹
介
さ
れ
た
。
宮
下
知
事
は

祝
辞
の
中
で
、「
濱
舘
会
長
か
ら

『
30
町
村
が
ひ
と
つ
の
輪
に
な
っ

て
頑
張
っ
て
い
こ
う
』
と
い
う
意

気
込
み
が
語
ら
れ
た
。
私
自
身
も

そ
の
30
の
輪
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、

町
村
行
政
こ
そ
青
森
県
の
発
展
に

な
る
と
い
う
強
い
思
い
の
中
で
、

皆
様
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

濱
舘
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
議

事
に
入
り
、
令
和
８
年
度
事
業
計

画
案
及
び
予
算
案
な
ど
議
案
４
件

に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

○
議
案
第
１
号　

令
和
８
年
度
青

森
県
町
村
会
事
業
計
画
案
＝
町
村

の
多
く
は
農
山
漁
村
地
域
に
あ
り
、

文
化
・
伝
統
の
継
承
は
も
と
よ
り
、

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
、
水

諸
課
題
の
解
決
に
向
け
た
政
務
活

動
を
、
県
内
町
村
の
創
意
と
英
知

を
結
集
し
な
が
ら
積
極
的
に
実
施

す
る
。

　

ま
た
、
本
会
の
主
要
事
業
で
あ

る
町
村
長
の
健
康
維
持
増
進
の
た

め
の
健
康
管
理
事
業
を
は
じ
め
、

町
村
長
並
び
に
町
村
職
員
の
研
修
、

表
彰
、
町
村
職
員
採
用
試
験
、
法

令
外
負
担
金
の
検
討
、
広
報
活
動

等
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果
的
・

効
率
的
に
実
施
し
て
い
く
。

　

共
済
関
係
事
業
は
、
関
係
団
体

の
財
政
の
安
定
と
町
村
職
員
等
の

福
祉
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
よ

り
一
層
の
利
用
を
促
進
し
、
町
村

の
振
興
発
展
と
活
力
あ
る
地
域
社

会
の
実
現
に
寄
与
し
て
い
く
。

○
議
案
第
２
号　

令
和
８
年
度
青

森
県
町
村
会
会
費
案
＝
会
費
総
額

は
、
５
６
９
万
２
千
円

と
す
る
。

○
議
案
第
３
号　

令
和

８
年
度
青
森
県
町
村
会

一
般
会
計
予
算
案
＝
収

入
支
出
予
算
総
額
を
、

収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
２

億
４
３
４
９
万
５
千
円

（
対
前
年
度
比
５
５
５

万
２
千
円 

２
・
２
％

減
）
と
す
る
。

○
議
案
第
４
号　

令
和

８
年
度
青
森
県
町
村
会
公
有
物
件

共
済
事
業
等
特
別
会
計
予
算
案
＝

経
常
収
支
の
合
計
を
、
４
９
６
９

万
３
千
円
と
す
る
。

源
か
ん
養
、
自
然
環
境
の
保
全
等
、

極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
京
一

極
集
中
が
加
速
し
、
町
村
は
、
急

速
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
や

若
者
の
人
口
流
出
、
労
働
力
不
足

な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
、
ま
た

税
源
に
乏
し
く
厳
し
い
財
政
運
営

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
住
民

の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
地
域
を

と
も
に
創
っ
て
い
く
社
会
の
実
現

の
た
め
、
町
村
は
自
主
的
・
自
立

的
に
地
域
特
性
や
資
源
を
活
か
し

た
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

災
害
に
強
く
持
続
可
能
な
活
力
の

あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
県
、
全
国
町
村
会

及
び
関
係
団
体
と
連
携
を
緊
密
に

し
て
、
町
村
自
治
確
立
の
た
め
、

祝　

辞

議　

事
令
和
８
年
度

予
算
等
を
決
定

来賓祝辞を述べる宮下知事
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町
村
長
（
在
職
４
期
以
上
退
任
）

　

上
北
郡　

七
戸
町

小
又　
　

勉

町
村
長
（
就
任
３
期
）

　

東
津
軽
郡　

外
ヶ
浜
町

山
﨑　

結
子

　

西
津
軽
郡　

鰺
ヶ
沢
町

平
田　
　

衛

　

北
津
軽
郡　

中
泊
町濱

舘　

豊
光

　

下
北
郡　

風
間
浦
村冨

岡　
　

宏

副
町
村
長
（
在
職
15
年
以
上
）

上
北
郡　

お
い
ら
せ
町小

向　

仁
生

※
本
名
簿
は
町
村
長
及
び
副
町
村

長
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
会
は
、
定
期
総
会
に
引
き
続

き
、
青
森
県
町
村
会
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
欠

員
と
な
っ
て
い
た
副
委
員
長
に
冨

岡
宏
風
間
浦
村
長
、
山
﨑
結
子

外
ヶ
浜
町
長
を
選
任
し
た
。

全
国
町
村
会
表
彰

自
治
功
労
者
（
敬
称
略
）

青
森
県
町
村
会
表
彰

自
治
功
労
者
（
敬
称
略
）

受
賞
受
賞

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

小又前七戸町長平田鰺ヶ沢町長 山﨑外ヶ浜町長

濱舘中泊町長小向おいらせ町副町長 冨岡風間浦村長

冨
岡
風
間
浦
村
長
・

山
﨑
外
ヶ
浜
町
長
を

副
委
員
長
に
選
任

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
特
別
委
員
会

本
会
各
委
員
会
で

委
員
長
・

副
委
員
長
を
選
任

委
員
長
に

冨
岡
風
間
浦
村
長
を

副
委
員
長
に

桑
田
西
目
屋
村
長
を
選
任

総
務
厚
生
委
員
会

　

本
会
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
特
別

委
員
会
に
引
き
続
き
、
総
務
厚
生

委
員
会
を
開
催
し
、
欠
員
と
な
っ

た
委
員
長
に
冨
岡
宏
風
間
浦
村
長

を
選
任
し
た
ほ
か
、
桑
田
豊
昭
西

目
屋
村
長
を
副
委
員
長
に
選
任
し

た
。
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２
月
13
日
、
本
会
は
県
、
市
長

会
と
の
３
団
体
合
同
で
、
総
務
省

及
び
国
土
交
通
省
に
対
し
て
令
和

７
年
度
特
別
交
付
税
及
び
道
路
除

排
雪
経
費
の
確
保
に
関
す
る
要
望

を
行
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
今
冬
の
降
雪
が
町
村

の
財
政
状
況
を
圧
迫
し
て
い
る
こ

と
を
受
け
、
国
の
財
政
支
援
を
求

め
実
施
し
た
も
の
。

　

要
望
に
は
宮
下
知
事
、
市
長
会

の
佐
々
木
副
会
長
、
山
本
む
つ
市

長
、
工
藤
平
川
市
長
、
本
会
の
濱

舘
会
長
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
津

島
衆
議
院
議
員
、
神
田
衆
議
院
議

員
、
木
村
衆
議
院
議
員
が
同
席
し

た
。

　

総
務
省
で
は
林
総
務
大
臣
、
原

総
務
事
務
次
官
、
出
口
自
治
財
政

局
長
と
、
国
土
交
通
省
で
は
金
子

国
土
交
通
大
臣
、
沓
掛
道
路
局
長

と
そ
れ
ぞ
れ
面
談
し
、
町
村
の
実

情
を
説
明
し
た
。
な
お
、
要
望
書

は
財
務
省
、
内
閣
府
、
内
閣
官
房

並
び
に
県
選
出
国
会
議
員
等
に
も

提
出
し
た
。

特
別
交
付
税
の
配
分
・
道
路
除
排
雪

特
別
交
付
税
の
配
分
・
道
路
除
排
雪

経
費
の
財
政
支
援
を
要
望

経
費
の
財
政
支
援
を
要
望

林総務大臣（右から４人目）

金子国土交通大臣（左から４人目）

第
１
回
理
事
会

　

本
会
は
１
月
26
日
、
青
森
市
の

ホ
テ
ル
青
森
で
令
和
８
年
第
１
回

理
事
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
、

濱
舘
会
長
を
は
じ
め
役
員
町
村
長

12
名
。

　

理
事
会
で
は
、
令
和
８
年
度
事

業
計
画
案
な
ど
の
議
案
４
件
並
び

に
、
決
議
案
に
つ
い
て
の
協
議
事

項
１
件
を
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り

承
認
、
決
定
し
た
。
事
業
計
画
案
、

会
費
案
及
び
予
算
案
は
２
月
27
日

開
催
の
本
会
定
期
総
会
に
提
出
す

る
。

議
案

○
議
案
第
１
号　

令
和
８
年
度
青

森
県
町
村
会
事
業
計
画
案

○
議
案
第
２
号　

令
和
８
年
度
青

森
県
町
村
会
会
費
案

○
議
案
第
３
号　

令
和
８
年
度
青

森
県
町
村
会
一
般
会
計
予
算
案

○
議
案
第
４
号　

令
和
８
年
度
青

森
県
町
村
会
公
有
物
件
共
済
事
業

等
特
別
会
計
予
算
案

協
議
事
項

〇
協
議
事
項
１　

決
議
案
に
つ
い

て第
１
回
生
協
支
部
委
員
会

　

本
支
部
は
、
令
和
８
年
第
１
回

支
部
委
員
会
を
開
催
し
、
令
和
８

年
度
の
予
算
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
承
認
・
決
定
し
た
。

議
案

○
議
案
第
１
号　

令
和
８
年
度
全

国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
青
森

県
支
部
会
計
予
算
案
＝
収
入
支
出

そ
れ
ぞ
れ
３
３
２
３
万
７
千
円

（
対
前
年
度
比
３
１
９
万
７
千
円

８
・
８
％
減
）

理
事
会
・

生
協
支
部
委
員
会

を
開
催



６

　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
は
２

月
27
日
、
青
森
市
の
ホ
テ
ル
青
森

で
令
和
８
年
第
１
回
議
会
定
例
会

を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
濱
舘
管

理
者
を
は
じ
め
、
議
員
等
９
市
町

村
長
。

　

定
例
会
で
は
濱
舘
管
理
者
が
令

和
８
年
度
予
算
案
な
ど
６
件
の
議

案
と
３
件
の
報
告
事
項
の
提
案
理

由
を
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
し

た
結
果
、
原
案
ど
お
り
議
決
、
同

意
並
び
に
承
認
し
た
。

　

議
案
・
報
告
は
次
の
と
お
り
。

議
案

○
議
案
第
１
号　

令
和
８
年
度
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
一
般

会
計
予
算
案
＝
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８

億
４
９
５
２
万
８
千
円
と
す
る
。

○
議
案
第
２
号　

令
和
８
年
度
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
市
町

村
税
等
滞
納
整
理
特
別
会
計
予
算

案
＝
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
０
６
０
万

６
千
円
と
す
る
。

○
議
案
第
３
号　

令
和
７
年
度
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
市
町

村
税
等
滞
納
整
理
特
別
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
２
号
）
案
＝
歳
入

歳
出
予
算
の
う
ち
、
95
万
２
千
円

を
雑
入
の
増
額
に
よ
り
諸
収
入
を

増
額
し
、
同
額
を
分
担
金
及
び
負

担
金
か
ら
減
額
す
る
。

○
議
案
第
４
号　

青
森
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
職
員
等
の
旅
費
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
＝
組
合
職
員
等
の
旅
費

に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
現
に
支

払
っ
た
額
に
基
づ
き
支
給
す
る
こ

と
、
旅
行
役
務
提
供
者
に
対
し
旅

費
相
当
の
金
額
を
支
払
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
等
、
国
及
び
県
職
員

の
旅
費
に
係
る
改
正
内
容
に
準
拠

し
た
所
要
の
改
正
を
行
う
。

○
議
案
第
５
号　

青
森
県
市
町
村

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
＝
非

常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補

償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
当
組
合
の
関
係
条

例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
。

○
議
案
第
６
号　

監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
の
件

＝
監
査
委
員
に
品
川
田
舎
館
村
長

を
新
た
に
選
任
す
る
。

報
告
事
項

○
報
告
第
１
号　

専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（（
令
和
７
年
専
決
第
９
号
）

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議

会
議
員
の
選
挙
区
及
び
定
数
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
＝
八

戸
市
が
構
成
団
体
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
関
係
条
例
に
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

○
報
告
第
２
号　

専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（（
令
和
７
年
専
決
第
10
号
）

青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
青
森
県
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て
）
＝
黒
石
地
区
清
掃
施
設

組
合
が
解
散
す
る
こ
と
に
伴
い
、

青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
同
組
合
の
規
約
の

変
更
に
つ
い
て
協
議
す
る
必
要
が

生
じ
た
。

○
報
告
第
３
号　

専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（（
令
和
８
年
専
決
第
１
号
）

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）
＝
青
森
県

職
員
の
給
与
改
定
等
に
準
じ
、
当

組
合
職
員
の
給
料
月
額
並
び
に
通

勤
手
当
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手

当
の
額
等
の
改
正
を
行
っ
た
。

　

１
月
20
日
、
原
子
力
施
設
と
県

内
立
地
地
域
の
共
生
を
議
論
す
る

「
青
森
県
・
立
地
地
域
等
と
原
子

力
施
設
共
生
の
将
来
像
に
関
す
る

共
創
会
議
」
の
第
４
回
会
合
が
青

森
市
の
ホ
テ
ル
青
森
で
開
催
さ
れ

た
。
宮
下
知
事
を
は
じ
め
、
原
子

力
施
設
が
立
地
す
る
４
市
町
村
の

首
長
、事
業
者
、資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
長
官
ら
が
出
席
し
た
。

　

会
議
で
は
、
地
域
の
将
来
像
実

現
に
向
け
て
第
３
回
ま
で
の
会
合

で
取
り
ま
と
め
た
「
工
程
表
」
に

つ
い
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う

こ
と
と
し
、
取
組
の
実
効
性
確
保

の
た
め
、
進
捗
な
ど
を
確
認
し
た
。

■
濱
舘
会
長
発
言

　

委
員
と
し
て
出
席
し
た
濱
舘
会

長
は
、
本
会
が
こ
れ
ま
で
一
貫
し

て
求
め
て
き
た
「
地
域
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
道
路
等

の
基
盤
整
備
」
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
議
論
が
深
ま
る
よ
う
訴
え
た
。

　

ま
た
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
水
や

食
料
と
と
も
に
国
の
根
幹
を
な
す

重
要
な
資
源
。
国
際
情
勢
の
不
安

定
化
や
急
激
な
気
候
変
動
が
、
経

済
活
動
や
我
が
国
国
民
の
暮
ら
し

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

中
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
観

点
か
ら
も
、
立
地
地
域
に
対
す
る

国
民
理
解
の
醸
成
や
人
材
育
成
な

ど
も
強
力
に
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
訴
え
た
。

工程表の工程表の
フォローアップフォローアップ

を実施を実施
第４回共創会議第４回共創会議

令
和
８
年
度
予
算

な
ど
決
定

総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会



７

青 森 県 町 村 長 等 名 簿 令和８年４月１日現在
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 ４ Ｒ９.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 阿　　部　　義　　治 S25. 9.18 ２ Ｒ８. 7.23
外 ヶ 浜 町 山　　﨑　　結　　子 S56. 6.21 ３ Ｒ11. 4.23
蓬 田 村 八　　戸　　慎　　幸 S49. 3. 8 １ Ｒ11.11. 8

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 平　　田　　　　　衛 S34.11. 1 ３ Ｒ11.12.26 加　　藤　　隆　　之
深 浦 町 平　　沢　　一　　臣 S49. 9.21 １ Ｒ10.12.20 佐　　藤　　洋　　一

中郡 西 目 屋 村 桑　　田　　豊　　昭 S32. 1.11 ２ Ｒ11. 2.20

南
郡

藤 崎 町 三　　上　　孝　　之
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ４ Ｒ８. 7.21
田 舎 館 村 品　　川　　新　　一 S27. 2.21 １ Ｒ10.11.17 金　　枝　　尚　　明

北
郡

板 柳 町 葛　　西　　健　　人 S34. 7.18 １ Ｒ９. 4.29 長　　内　　伸　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 ３ Ｒ８. 8.20
中 泊 町 濱　　舘　　豊　　光 S34.10. 3 ３ Ｒ11. 4.23 三　　上　　晃　　瑠

上
北
郡

野 辺 地 町 野　　村　　秀　　雄 S38. 4.15 ２ Ｒ９.10.26 江 刺 家　　和　　夫
七 戸 町 田　　嶋　　邦　　貴 S36. 7.29 １ Ｒ11. 4.23 仁　　和　　圭　　昭
六 戸 町 佐　　藤　　陽　　大 S48.11. 4 １ Ｒ10. 1.27 円　　子　　富　　浩
横 浜 町 石　　橋　　勝　　大 S16. 9.27 ２ Ｒ10.12.11 菊　　池　　義　　規
東 北 町 長 久 保　　耕　　治 S47.11.14 ２ Ｒ11. 4.23 沼　　尾　　啓　　吉
お い ら せ 町 成　　田　　光　　寿 S41. 9. 6 １ Ｒ12. 3.25 小　　向　　仁　　生
六 ヶ 所 村 橋　　本　　隆　　春 S32. 4.30 １ Ｒ12. 2.14 種　　市　　　　　誠

下
北
郡

大 間 町 野　　﨑　　尚　　文 S30.11.17 ２ Ｒ11. 1.18
東 通 村 畑　　中　　稔　　朗 S37. 7.14 ２ Ｒ11. 4.12
風 間 浦 村 冨　　岡　　　　　宏 S37. 4.27 ３ Ｒ11. 2.18
佐 井 村 太　　田　　直　　樹 S50. 7.14 １ Ｒ８. 4.26 田 名 部　　二　　郎

三
戸
郡

三 戸 町 沼　　澤　　修　　二 S42. 4.25 １ Ｒ10.11.16 本　　宿　　貴　　一
五 戸 町 若　　宮　　佳　　一 S41.12.30 ２ Ｒ９. 6.26
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 ４ Ｒ10. 1.14 福　　田　　博　　実
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ８ Ｒ12. 2.11 佐 々 木　　俊　　昭
階 上 町 荒　　谷　　憲　　輝 S45. 4.24 ２ Ｒ11.12.23 澤　　田　　　　　充
新 郷 村 佐　　藤　　和　　友 S43. 9.18 １ Ｒ11. 5.28 横　　田　　堅　　悦

　

任
期
満
了
に
伴
う
お
い
ら
せ
町

長
選
挙
は
、
３
月
１
日
、
投
開
票

が
行
わ
れ
、
新
人
の
成
田
光
寿
氏

（
59
）が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
総
務
課
長
、
ま
ち
づ

く
り
防
災
課
長

　

前
村
長
の
辞
職
に
伴
う
六
ヶ
所

村
長
選
挙
は
、
２
月
15
日
、
投
開

票
が
行
わ
れ
、
新
人
の
橋
本
隆
春

氏
（
68
）
が
初
当
選
を
果
た
し
ま

し
た
。

〈
略
歴
〉
村
議
会
議
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
南
部
町
長
選

挙
は
、
１
月
20
日
、
告
示
さ
れ
、

現
職
の
工
藤
祐
直
氏
（
70
）
が
無

投
票
で
８
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
旧
名
川
町
長
、
旧
名
川

町
役
場
職
員

お
い
ら
せ
町
長

成な
り

田た

光み
つ

寿ひ
さ　

氏

六
ケ
所
村
長

橋は
し

本も
と

隆た
か

春は
る　

氏

南
部
町
長

工く

藤ど
う

祐す
け

直な
お　

氏

町
村
長
選
挙
結
果



８

　

町
村
等
職
員
（
一
部
事
務
組
合

等
含
む
）
の
任
用
事
務
の
公
平
・

効
率
化
を
図
る
た
め
、
本
会
で
は

町
村
等
の
要
請
に
基
づ
き
職
員
採

用
試
験
の
問
題
集
を
提
供
し
て
い

る
。

　

令
和
７
年
度
は
統
一
試
験
実
施

日
の
７
月
13
日
（
日
）
と
９
月
21

日
（
日
）
の
２
回
の
ほ
か
、
個
別

試
験
に
問
題
集
を
提
供
し
た
。
各

団
体
の
申
込
状
況
は
左
表
の
と
お

り
。

町
村
職
員
採
用
試
験

令
和
７
年
度
実
施
状
況

令和７年度町村職員採用試験申込者数（統一・個別合算）
（単位：人）

団体名

平

内

町

今

別

町

外

ヶ

浜

町

蓬

田

村

鰺

ヶ

沢

町

深

浦

町

西

目

屋

村

大

鰐

町

田

舎

館

村

板

柳

町

鶴

田

町

野

辺

地

町

七

戸

町

六

戸

町

横

浜

町

東

北

町

お
い
ら
せ
町

大

間

町

東

通

村

風

間

浦

村

三

戸

町

五

戸

町

田

子

町

南

部

町

階

上

町

新

郷

村

中

部

上

北

広
域
事
業
組
合

三
戸
地
区
環
境

整
備
事
務
組
合

西
北
五
広
域

福
祉
事
務
組
合

上
北
地
方
教
育
・

福
祉
事
務
組
合

鰺
ヶ
沢
地
区

消
防
事
務
組
合

北

部

上

北

広
域
事
務
組
合

合　

計

職　
　
　

種

大
学
卒
業
程
度

行政職 3 3 2 8 2 7 6 3 2 10 5 4 4 2 5 4 1 5 76

行政職（障） 1 3 4

文化財 1 1

資
格
免
許
職

社会福祉士 1 3 2 1 1 8

保健師 2 1 1 2 2 1 5 1 2 2 19

栄養士 1 1 2

看護師 4 2 6

薬剤師 1 1 2

放射線技師 2 2

精神保健福祉 1 1

短
大

卒
業
程
度

一般職 2 3 5 10

一般職（障） 1 1

高
校
卒
業
程
度

一般職 5 1 15 5 7 2 4 15 8 8 3 1 4 2 2 3 1 1 1 7 1 9 1 3 1 5 115

一般職（障） 1 1

消防職 3 2 5 3 18 7 38

土木職 2 3 5

運転技能職 1 1

福祉職 4 4

社会人枠 10 4 5 4 2 12 7 44

合計 15 1 17 8 9 3 5 12 3 24 8 11 17 28 7 5 25 3 10 1 16 15 7 9 26 8 4 3 9 1 18 12 340

　

本
会
は
、
町
村
の
保
健
師
や
社

会
福
祉
士
な
ど
各
専
門
職
の
採
用

情
報
や
、
本
会
保
健
師
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
促
進
支
援
事
業
な
ど
、

30
町
村
に
関
す
る
情
報
を
学
生
に

直
接
広
く
周
知
す
る
た
め
、
３
月

25
日
に
青
森
県
立
保
健
大
学
で
開

催
さ
れ
た
合
同
事
業
所
説
明
会
に

初
参
加
し
た
。

　

説
明
会
は
、
同
大
学
の
看
護
学

科
、
社
会
福
祉
学
科
、
栄
養
学
科

の
学
生
約
１
５
０
名
を
対
象
に
、

県
内
外
か
ら
約
90
事
業
所
が
参
加

し
た
。

　

本
会
で
は
、
各
町
村
の
令
和
９

年
３
月
卒
向
け
の
採
用
募
集
予
定
、

試
験
実
施
期
日
、
実
施
科
目
や
、

本
会
が
令
和
７
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
保
健
師
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
促
進
支
援
事
業
を
紹
介
し
周
知

を
図
っ
た
。
ま
た
、
町
村
に
関
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
30

町
村
の
食
や
文
化
等
の
魅
力
に
つ

い
て
も
併
せ
て
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

本
会
で
は
、
町
村
の
保
健
師
人

材
の
確
保
、
採
用
に
つ
な
げ
る
た

め
、「
青
森
県
内
町
村
保
健
師
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
促
進
支
援
事

業
」
を
令
和
７
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
。

　

本
事
業
は
、
保
健
師
を
志
望
す

る
学
生
が
安
心
し
て
町
村
で
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
で
き
る

よ
う
、
交
通
費
や
宿
泊
費
を
助
成

す
る
も
の
。
事
業
実
施
初
年
度
と

な
る
令
和
７
年
度
は
、
青
森
県
内

看
護
系
大
学
に
在
籍
す
る
延
べ
９

名
の
学
生
が
本
事
業
を
利
用
し
た
。

　

本
会
で
は
、
県
内
町
村
の
保
健

師
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
状

況
を
取
り
ま
と
め
、「
受
入
リ
ス

ト
」（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）
を
作
成

し
て
い
る
。「
受
入
リ
ス
ト
」
は

県
内
の
看
護
系
大
学
と
情
報
共
有

の
う
え
、
対
象
学
生
へ
の
事
業
周

知
及
び
利
活
用
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

　

な
お
、
本
事
業
は
令
和
８
年
度

も
引
き
続
き
実
施
し
、
町
村
の
専

門
人
材
の
確
保
の
後
押
し
と
な
る

よ
う
、
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
る
。

学生に町村の採用情報を説明する本会事務局

県
立
保
健
大
学

事
業
所
説
明
会

　

本
会
特
設
ブ
ー
ス
で

町
村
Ｐ
Ｒ

町
村
の
専
門
人
材
確
保
に
向
け
て

実
施
初
年
度
は

学
生
９
名
が
利
用

　

保
健
師
イ
ン
タ
ー
ン

促
進
支
援
事
業

令和７年度保健師
インターンシップ受入実績
板　柳　町 ２名
鶴　田　町 １名
中　泊　町 １名
六　戸　町 ２名
大　間　町 ２名
東　通　村 １名



９

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
広
報

広
聴
協
議
会
は
、
２
月
２
日
、
令

和
８
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
審
査

会
を
開
催
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
市
町
村
の
広

報
活
動
の
向
上
を
目
的
に
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
県
内
市
町
村
か

ら
広
報
紙
24
点
、
写
真
45
点
、
映

像
４
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

６
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
広
報
紙
総
合
の

部
で
平
川
市
の｢

広
報
ひ
ら
か
わ
」

（
令
和
７
年
10
月
号
）
が
特
選
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
広
報
写
真
部

門
（
一
枚
写
真
部
）
で
も
同
号
の

表
紙
が
入
選
と
な
っ
た
。
ま
た
、

東
北
町
の
「
広
報
と
う
ほ
く
」（
令

和
７
年
７
月
号
）
が
広
報
紙
総
合

の
部
の
準
特
選
と
な
っ
た
。

　

上
位
入
賞
作
品
は
、
日
本
広
報

協
会
主
催
の
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
に
県
代
表
と
し
て
推
薦
す
る
。

令
和
８
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

　

広
報
紙
総
合
の
部

　
「
広
報
ひ
ら
か
わ
」
が
特
選

令和８年青森県広報コンクール審査結果

広報紙部門（総合の部）
特　選　平　川　市　「広報ひらかわ」 10月号※
準特選　東　北　町　「広報とうほく」 ７月号※

広報紙部門（市部）
入　選　弘　前　市　「広報ひろさき」 ８月号　
佳　作　八　戸　市　「広報はちのへ」 ８月号　
奨励賞　青 森 市　「広報あおもり」 ７月号　
奨励賞　三 沢 市　「広報みさわ」 ４月１日号　
奨励賞　む つ 市　「広報むつ」 ８月号　

広報紙部門（町村部）
入　選　深 浦 町　「広報ふかうら」 ９月号　
佳　作　六 戸 町　「広報ろくのへ」 ３月号　
奨励賞　中　泊　町　「広報なかどまり」 ６月10日号　
奨励賞　六 ヶ 所 村　「広報ろっかしょ」  11月１日号　
奨励賞　新　郷　村　「広報しんごう」  ６月号　

広報写真部門（一枚写真部）
入　選　平　川　市　「広報ひらかわ」 10月号※
佳　作　板 柳 町　「広報いたやなぎ」 11月号　 
奨励賞　つ が る 市　「広報つがる」 10月号　
奨励賞　田 舎 館 村　「広報いなかだて」 ８月号　
奨励賞　おいらせ町　「広報おいらせ」 ４月１日号　

広報写真部門（組み写真部）
入　選　平　内　町　「広報ひらない」 12月１日号※
佳　作　今　別　町　「広報いまべつ」 ９月１日号　
奨励賞　黒 石 市　「広報くろいし」 ３月号　

映像部門
入　選　む　つ　市　「#448 “クマと遭遇したら”に備える！

むつ市が取り組む見えるクマ対策」※
佳　作　東　北　町　「【ブルーインパルス登場！】
　　　　　　　　　　　今年の湖水まつりはグレードアップ‼ 

ぐるっと東北～こうじの窓～ 8月号」　
奨励賞　青　森　市　「#青森ねぶた祭　#青森市」

※印は日本広報協会主催の全国広報コンクールへの推薦作品

準特選　東北町「広報とうほく」

特選　平川市「広報ひらかわ」
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町 村 ト ピ ッ ク ス

青
森
県
で
は
こ
こ
だ
け
！

『
ご
当
地
ほ
り
に
し
』
売
っ
て
ま
す
！

　これ１本で味がグレードアップ！万
能すぎるアウトドアスパイス「ほりに
し」の青森県ご当地ver.は今別町でし
か買うことができない限定品です。
　荒馬まつりを思い出すような荒馬と
花火のイラストが描かれたオレンジ色
のラベルです。春からのキャンプシー
ズンへ向けて１本いかがですか？
　道の駅いまべつ半島プラザアスクル
と海峡の家ほろづきで販売中です。 東津軽郡

つ
ま
ち

べ
つ

い
ま
べ
つ
今
別
町

問い合わせ先　むつ湾フェリー 蟹田本社営業所
　　　　　　　TEL 0174-22-3020

問い合わせ先　野辺地町観光協会
TEL 0175-64-9555

　４月下旬から６月にかけて、イルカ
の群れがエサを求めて陸奥湾にやって
きます。
　イルカがフェリーと並走したり、海
面を飛び跳ねたりする姿はとてもきれ
いで、毎年多くのファンが外ヶ浜町を
訪れます。
　また、この春、むつ湾フェリーに新
しい船「かけはし」がやってきます！
新しい船の上から、悠々と泳ぐイルカ
を見ることができるかも！「かけはし」
に乗ってイルカに会いに行こう！

東津軽郡

は
ま
ま
ち

が
は

そ
と
が
は外
ヶ
浜
町

新
し
く
な
っ
た
フ
ェ
リ
ー
で
、

イ
ル
カ
に
会
い
に
行
こ
う
！

の
へ
じ
春
ま
つ
り

上北郡

ま
ち

じ
ま

の
へ
じ
ま野
辺
地
町

　野辺地町の愛宕公園内で開催される
「のへじ春まつり」。満開の桜と眼下に
広がる陸奥湾、そして空を泳ぐ150匹
の鯉のぼりが織りなす景色は圧巻で
す。会場にはキッチンカーなどの出店
も並び、お花見グルメも充実。夜はラ
イトアップされた幻想的な夜桜も楽し
めます。ご家族やご友人と、野辺地の
春を満喫しにぜひお越しください。

問い合わせ先　道の駅いまべつ半島プラザアスクル
　　　　　　　TEL 0174-31-5200

　「学んで、遊んで、泊まれる」がコ
ンセプトの板柳町ふるさとセンター
は、りんご資料展示室や、りんごを使っ
たお菓子作りや陶芸体験など、りんご
にまつわるコンテンツが豊富。温泉・
レストランのほかに、売店・喫茶室の
「りんごソフトクリーム」が人気。総
ヒバ造りのコテージは温泉付き。農産
物直売所や無料の足湯も。皆さまのお
越しをお待ちしています。 北津軽郡

な
ぎ
ま
ち

や
な
ぎ

い
た
や
な板
柳
町

学
ん
で
、
遊
ん
で
、
泊
ま
れ
る

板
柳
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

問い合わせ先　板柳町ふるさとセンター
　　　　　　　TEL 0172-72-1500
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　村内で活動する有志メンバーが栽培
する佐井村産ホップを使用したオリジ
ナルクラフトビール！！
　「佐井の夕陽エール」「福浦の歌舞伎
NUIDOU」「朝凪」の３種類があり、
それぞれ味わいが異なるので、ぜひ一
度飲んでみてください。
　現在、ご購入いただけるのは「佐井
の夕陽エール」と「福浦の歌舞伎
NUIDOU」の２種類のみですが、６
月に「朝凪」の販売を予定しています。

下北郡

らら

さ
い
む
ら佐

井
村

佐
井
村
オ
リ
ジ
ナ
ル

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

　青森県南随一の桜の名所、国史跡三
戸城跡城山公園で開催され多くの観光
客が訪れます。期間中はソメイヨシノ、
枝垂れ桜、八重桜、黄色い花を咲かせ
る珍しい桜「御衣黄」など多くの桜が
咲き誇ります。歌や踊り、近隣のアマ
チュアバンドや歌手などが出演する
他、ケータリングカーやマルシェなど
が集まります。春の三戸町をお楽しみ
ください！三戸郡

へ
ま
ち

へ
ま

さ
ん
の
へ三

戸
町

青
森
県
南
随
一
の
桜
が
楽
し
め
る

さ
ん
の
へ
春
ま
つ
り 問い合わせ先　特定非営利活動法人三戸町観光協会

　　　　　　　TEL 0179-22-0777

問い合わせ先　佐井村役場　総合戦略課
　　　　　　　TEL 0175-38-2111

問い合わせ先　田子町役場　商工振興課
　　　　　　　TEL 0179-32-3111

問い合わせ先　南部町役場　商工観光課
　　　　　　　TEL 0178-38-5965

三戸郡

ま
ち
ま
ち

た
っ
こ
ま田

子
町

　６月中旬に田子町農山村広場で「田
子にんにく収穫祭」が開催されます。
この時期に旬を迎えるにんにくの掘り
取りを体験できるほか、にんにくどっ
ぴきやたっこ王子とのじゃんけん大会
なども行われます。そのほかにも、丸
ごと生にんにくの素揚げなど、今しか
味わうことのできない生にんにくを是
非、ご賞味ください。

田
子
に
ん
に
く
収
穫
祭

　名久井岳の麓にある自然豊かで広大
な敷地に、各種スポーツ施設、オート
キャンプ場、三角屋根が人気のツリー
ハウス、ケビンハウスがあり、家族や
仲間でアウトドアを楽しめるほか、周
辺の果樹園や観光農園では、季節に合
わせたフルーツ狩りを楽しむことがで
きる人気スポットです。４月25、26日
は法光寺を会場に「南部町春まつり」
が開催されます。三戸郡

ち
ょ
う

ち

な
ん
ぶ
ち南

部
町

４
月
18
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
！

名
川
チ
ェ
リ
リ
ン
村
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■共済契約できる物件

■共済掛金と共済金額

町村生協の火災共済

●共済契約者の所有する居住用建物およびその建物内にある動産
●共済契約者の配偶者が所有する居住用建物およびその建物内にある動産
●共済契約者と同一世帯に属する親族が所有し、かつ、共済契約者が現に居住する建物およびその建物内にある動産

共済掛金（年額）は共済契約1口（10万円）につき60円です。
契約額の最高限度は600口（建物400口・動産200口）で、6,000万円（風水雪害は450万円）を限度に補償します。

■こんな事故に共済金を支払います
共済金に加算して臨時費用・残存物取片づけ費用・失火見舞費用の各費用共済金を支払います。

建物のみの場合

動産のみの場合

建物と動産を併せた場合

火　災 落　雷 破裂・爆発 地震・噴火・津波建物外部からの
物体の落下・衝突など 風水雪害

400口
200口
600口

4,000万円
2,000万円
6,000万円

24,000円
12,000円
36,000円

共済掛金額（年額）

口　数 共済金額 共済掛金

※水廻り・鍵開けでお困りの際に専門業者を手配し、水漏れを止めたり、開錠作業を行う等の応急処置をする
サービス（ホームアシスタンスサービス）を実施しています。〈詳細につきましては、町村生協ホームページをご覧ください。〉

風水雪害特約制度

全国町村職員生活協同組合のご案内 （https://www.zcss.jp/）

区　分

◎火災共済契約に任意で付加することができる特約制度です。風水雪害による損害に共済金を支払います。
◎この特約を付加することで、火災共済契約の風水雪害共済金に加算して、損害額の50％または火災共済契約額の50％のいずれか少ない額を
限度に、風水雪害特約共済金が支払われます。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計額が3,000万円を超える場合、3,000万円
が限度となります。）
◎特約共済掛金は、１口（10万円）につき50円です。（火災共済契約の契約口数と同口数を付加していただきます。）

●この組合は町村等職員であればどなたでも組合員になることができます。
●火災と自動車の共済事業を行っており、町村等職員の安定した生活に寄与してまいりました。
●協同組合ですので、営利を目的としておりません。掛金は低く設定しており、さらに決算時に剰余金が発生した際には、割戻金としてお返しいたします。
●組合員になるためには出資金が必要です。組合員は退職後も共済事業を終身利用できます。
●組合員が亡くなられた際は、配偶者が契約を承継することができます。
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無制限の補償

1000万円の補償

1500万円の補償

500万円の補償

対人賠償共済（1名につき）

対物賠償共済（1事故につき）

自損事故傷害共済（1名につき）

限定搭乗者傷害共済（1名につき）

掛金（年額）3万円で最高
［自家用普通・小型乗用車］

組合員のニーズに合った選択ができるよう以下のとおりA型とB型の2類型となっています。

■ A 型 ■ B 型 掛金（年額）3万3000円で最高
［自家用普通・小型乗用車］

無制限 の補償

無制限 の補償

1500万円 の補償

1000万円 の補償

対人賠償共済（1名につき）

対物賠償共済（1事故につき）

自損事故傷害共済（1名につき）

限定搭乗者傷害共済（1名につき）

共済契約自動車の事故により被共済者が法律上の賠償責任を負った場合に、対人賠償共済金、対物賠償
共済金を支払う制度です。自損事故傷害共済、無共済等自動車傷害共済、限定搭乗者傷害共済、他車運転
特約（自動二輪車・原動機付自転車を除く）、臨時費用の制度が自動付帯されています。

対  人  賠  償 

対  物  賠  償

自損事故傷害

限定搭乗者傷害

対  人  賠  償 

対  物  賠  償

自損事故傷害

限定搭乗者傷害

いつでも
申し込み可能

町村生協の自動車共済

このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については
取扱代理店（千里）までお問い合わせください。 ※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員

　生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車
共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの
補償（車両保険）」を追加する制度です。

盗・らずたい・風台や合場たし突衝が車お
難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金 午前9時30分～午後5時）

FAX
TEL株式会社　千 里（取扱代理店）

〒100-0014 東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス https://www.chisato-ag.co.jp/

町村生協の自動車共済にご加入の皆さまなら！

●無事故による割引で新規から （保険料）割引％44
・ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払による割引でさらに ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）
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本
州
最
北
の
村
「
風
間
浦
村
」

は
、
下
北
半
島
の
北
西
部
に
位
置

し
、
東
部
と
南
部
は
む
つ
市
大
畑

町
に
隣
接
、
西
部
は
大
間
町
、
北

部
は
津
軽
海
峡
に
面
す
る
、
自
然

豊
か
な
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
漁
業

と
観
光
を
主
な
産
業
と
す
る
小
さ

な
村
で
す
。

　

明
治
22
年
に
、
下
風
呂
村
・
易

国
間
村
・
蛇
浦
村
の
３
村
が
合
併

し
風
間
浦
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
の
合
併
は
な
く
、

平
成
の
合
併
で
は
、
む
つ
市
を
中

心
と
し
た
大
合
併
の
計
画
か
ら
の

離
脱
、
大
間
町
・
佐
井
村
と
の
合

併
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
当

村
は
住
民
投
票
に
よ
り
、
村
単
独

の
道
を
選
択
し
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

昭
和
30
年
代
前
半
に
５
、
０
０

０
人
ほ
ど
あ
っ
た
人
口
は
、
令
和

７
年
の
国
勢
調
査
で
は
１
、
４
０

０
人
を
切
り
、
人
口
減
少
が
著
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
は
、
全
国
的
な
問
題

で
は
あ
り
ま
す
が
、
小
さ
な
村
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
施
策
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
風
間
浦
村
は
、
財

政
力
指
数
が
０
・
１
程
度
の
極
め

て
一
般
財
源
の
乏
し
い
村
で
は
あ

り
ま
す
が
、
保
育
料
の
無
償
化
を

は
じ
め
と
す
る
子
育
て
負
担
の
軽

減
や
各
種
健
診
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
無
料
化
等
に
早
く
か
ら
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
村
有
の

温
泉
施
設
を
活
用
し
た
高
齢
者
の

無
料
入
浴
事
業
、
フ
レ
イ
ル
予
防

に
も
力
を
入
れ
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

風
間
浦
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る

漁
業
は
、
地
球
温
暖
化
や
長
ら
く

続
く
磯
焼
け
現
象
等
に
よ
り
昆
布

を
は
じ
め
海
藻
類
の
繁
茂
が
厳
し

く
、
そ
れ
に
伴
い
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ

の
生
育
環
境
が
悪
化
し
、
ウ
ニ
の

実
入
り
が
悪
く
、
根
付
漁
業
に
よ

る
水
揚
げ
は
大
き
く
減
少
。
さ
ら

に
、
主
力
魚
種
の
ス
ル
メ
イ
カ
が

こ
こ
数
年
極
端
な
不
漁
や
Ｔ
Ａ
Ｃ

制
度
の
漁
獲
制
限
に
よ
り
、
漁
家

収
入
は
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
水
産
多
面
的
機
能
発
揮

対
策
事
業
や
環
境
省
の
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
モ
デ
ル
事
業
を
活
用
し
、

磯
焼
け
現
象
の
原
因
の
ひ
と
つ
で

あ
る
ウ
ニ
の
適
正
管
理
等
を
実
施

し
、
数
年
前
か
ら
は
そ
の
効
果
が

表
れ
、
昆
布
漁
は
回
復
の
兆
し
が

見
え
始
め
て
き
ま
し
た
。
磯
焼
け

が
回
復
し
た
海
域
で
は
ウ
ニ
の
実

入
り
が
よ
く
な
り
価
格
も
安
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
有
数
の

水
揚
げ
を
誇
る
風
間
浦
鮟
鱇
は
、

こ
こ
数
年
安
定
し
た
水
揚
げ
が
続

い
て
お
り
、
２
０
１
４
年
に
は
特

許
庁
に
地
域
団
体
商
標
登
録
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
鮟
鱇
は
捨
て
る
と

こ
ろ
は
骨
だ
け
と
い
わ
れ
る
食
材

で
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
生
き

た
ま
ま
水
揚
げ
さ
れ
る
新
鮮
な
風

間
浦
鮟
鱇
は
、
お
刺
身
も
美
味
で

す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
基
幹
産
業
で
あ

る
観
光
は
、
東
日
本
大
震
災
、
さ

ら
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
令
和
３
年

の
豪
雨
災
害
に
よ
り
下
風
呂
温
泉

の
宿
泊
客
が
急
激
に
落
ち
込
み
、

休
業
や
廃
業
と
な
っ
た
旅
館
も
あ

り
ま
し
た
。
村
で
は
、
温
泉
街
全

体
の
活
性
化
の
核
と
な
る
施
設
と

し
て
、
令
和
２
年
に
老
朽
化
が
著

し
い
２
つ
の
大
衆
浴
場
を
統
合
し

た
新
浴
舎
「
下
風
呂
温
泉
海
峡
の

湯
」
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
冬
場
の
鮟
鱇
シ
ー
ズ
ン
に
合

わ
せ
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
誘
客
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

是
非
、
下
風
呂
温
泉
と
風
間
浦
鮟

鱇
を
堪
能
い
た
だ
き
、
温
泉
で
体

を
、
鮟
鱇
で
胃
袋
を
、
そ
し
て
お

も
て
な
し
に
よ
り
心
を
温
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

津
軽
海
峡
を
見
下
ろ
す
高
台
に
建

て
ら
れ
た
桑
畑
温
泉
「
湯
ん
湯
ん

♪
」
に
も
た
く
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
風
間
浦
村
で
は
、
老
朽

化
が
著
し
く
津
波
の
浸
水
区
域
内
、

河
川
の
氾
濫
区
域
内
に
あ
る
現
庁

舎
と
消
防
庁
舎
の
高
台
へ
の
移
転

整
備
を
進
め
て
お
り
、
今
年
の
７

月
に
は
、
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
総
事
業
費

は
35
億
円
程
度
と
な
り
、
村
の
年

間
予
算
を
超
え
る
金
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
ま
で
は
、
避
難
指
示

の
発
令
と
と
も
に
全
職
員
も
避
難

し
、
本
部
機
能
も
浸
水
区
域
外
の

施
設
へ
移
動
と
な
り
ま
す
が
、
新

庁
舎
等
の
移
転
整
備
に
よ
り
、
有

事
の
際
は
村
民
の
避
難
指
示
・
情

報
収
集
等
の
即
時
の
対
応
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ハ
ー
ド
面
が
い
く
ら

整
備
さ
れ
て
も
、
地
震
・
津
波
・

豪
雨
等
の
自
然
災
害
、
火
災
の

発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

有
事
の
際
に
い
か
に
被
害
を
最
小

限
に
留
め
る
か
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
自
助
・
共
助
・
公
助
の
す
べ

て
が
相
互
に

機
能
し
な
く

て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

新
庁
舎
で

の
業
務
開
始

を
風
間
浦
村

の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
し
、

職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を

図
り
、
村
民

と
風
間
浦
村

を
愛
す
る
す

べ
て
の
方
々

の
応
援
を
い

た
だ
き
、
村

民
が
生
き
が

い
と
幸
せ
を
、

安
心
・
安
全

を
実
感
で
き

る
持
続
可
能

な
風
間
浦
村

を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

風間浦村長

新
庁
舎
で

新
た
な
風
間
浦
村
の
ス
タ
ー
ト

冨
とみ

岡
おか

　　宏
ひろし

下北半島の海岸線沿いに位置し、津軽海峡をはさんで北海道恵山岬や函館山
を望める漁業と観光の村で、鮟鱇の水揚げは、青森県内でもトップクラスを
誇ります。冬に行われる「鮟鱇フェア」では、独特の漁法でつり上げられた「風
間浦鮟鱇」の絶品料理と良質の硫黄泉で名高い下風呂温泉が楽しめ、冬の旅
として大人気です。

－エッセイ－

風間浦鮟鱇

新役場庁舎外観

海峡の湯浴室


